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近
世
秋
田
の
政
治
、経
済
、文
化
振
興
に
大

き
な
功
績
を
の
こ
し
た
池
田
家
。約
4・2
ヘ
ク

タ
ー
ル（
東
京
ド
ー
ム
と
ほ
ぼ
同
じ
）の
敷
地
内

に
は
、明
治
～
大
正
期
に
か
け
て
造
ら
れ
た
池

泉
廻
遊
式
の
庭
園
や
、笠
の
直
径
が
約
4ｍ
の

巨
大
な
雪
見
灯
籠
、県
内
初
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

建
築
物
の
洋
館（
私
設
図
書
館
）が
あ
る
。モ

ミ
ジ
、サ
ク
ラ
、ヒ
バ
な
ど
40
種
を
超
え
る
樹
木
、

数
多
く
の
花
々
も
配
さ
れ
、四
季
折
々
、美
し

い
風
景
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。庭
園
と
し

て
は
県
内
で
初
め
て
、国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
、

初
夏（
5
～
6
月
）、夏（
8
月
）、秋（
10
～
11

月
）に
は
一
般
公
開
の
期
間
中
に
特
別
公
開
※

を
実
施
。企
画
展
、無
料
庭
園
ガ
イ
ド
な
ど
が

行
わ
れ
る
。

※
特
別
公
開
の
日
程
は
下
記
お
問
い
合
わ
せ
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●一般
公
開
期
間
／
令
和
３
年
4
月
29
日（
木
）〜
11
月
14
日（
日
）ま
で

●
公
開
時
間
／
9
時
～
16
時（
15
時
30
分
最
終
受
付
）

●
休

園

日
／
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
、翌
日
休
園
）

●
入

園

料
／
大
人
3
0
0
円（
高
校
生
以
下
無
料
）

●
駐　

車　

場
／
有
り

●
住　
　

所
／
秋
田
県
大
仙
市
高
梨
字
大
嶋
1

秋田の心を醸
か も

す、蔵元通信

k    u    r    a

季刊【藏】七拾参の巻

夏号
【お問い合わせ／大仙市教育委員会文化財保護課】 ●TEL.0187-63-8972（平日）
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東北三大地主にも数えられた
池田家の旧邸宅
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大
正
6（
1
9
1
7
）年
築
の
蔵

を
改
装
。
平
成
21（
2
0
0
9
）
年

か
ら
蔵
元
直
売
店
と
し
て
営
業
し
て

い
た
が
、昨
年
春
に
改
装
。蔵
シ
ョ
ッ
プ

「
K
o
o
L
a
b（
ク
ラ
ブ
）」と
改
名
し
、

リ
ニュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。店
内
に
は

「
K
o
o
L
a
b
」限
定
の
自
社
商
品
を

は
じ
め
、小
玉
醸
造
の
味
噌
・醤
油
等
を

使
用
し
た
提
携
先
企
業
の
商
品
、酒
器
、

前
掛
け
な
ど
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ノ
ベ
ル
テ
ィ

等
ま
で
1
0
0
種
以
上
の
商
品
が
並
ぶ
。

「
味
噌
玉
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
要

予
約・一人
5
0
0
円
）」も
好
評
。ヤ
マ
キ

ウ
味
噌
に
出
汁
、具
を
練
り
こ
ん
で
作
る

味
噌
汁
の
素
。お
湯
を
注
ぐ
だ
け
で
味

噌
汁
が
完
成
す
る
。

　

醪（
も
ろ
み
）を
搾
る
た
め
に
昭
和

40
年
代
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
木
製
の「
槽

（
ふ
ね
）」を
テ
ー
ブ
ル
と
し
た
試
飲
、試

食
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
太
平
山 

天
巧
3
種

小
玉
醸
造
の
歴
史
を
振
り
返
る【
蔵
シ
ョッ
プ 

K
o
o
L
a
b
】

51

白塗りの漆喰に太い梁。歴史を感じるたたずまい。

●
営
業
時
間
／
10
時
～
16
時

●
休
業
日
／
12
月
31
日
〜
1
月
3
日
、8
月
13
日
〜
15
日

　
※
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
臨
時
休
業
有

限定オリジナル商品のほか
体験コーナーも　
小玉醸造の魅力が凝縮した

手軽に楽しめる「味噌玉作りワークショップ」。

こちらも「KooLab」限定商品。品評会用に醸造。
雑味のないクリアな酒質が特長。

通販でも人気の商品のほか、
「KooLab」限定販売の希少商品も販売。

飲
み
比
べ
セ
ッ
ト
1
0
8
0
円
」や
、「
あ

め
こ
う
じ
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
3
2
4
円
」

も
楽
し
め
る
が
、お
酒
の
試
飲
は
、コ
ロ
ナ

の
影
響
で
残
念
な
が
ら
現
在
は
休
止
中
。

実
際
に
酒
、味
噌・醤
油
造
り
を
手
掛
け

る
社
員
が
案
内
す
る
蔵
元
見
学
も
同

様
に
休
止
中
だ
が
、い
ず
れ
も
、感
染
の

沈
静
化
と
と
も
に
再
開
予
定
だ
。

店長・越高イチオシ商品は「酒蔵の
あまざけ」。甘酒は日本古来の栄養
飲料。夏はキリリと冷やしてどうぞ。

太平山、ヤマキウ製品を使った
提携企業の商品も販売。

新商品の「こだわりの塩シリーズ」4種（540円）。
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山本 益博
●プロフィール
料理評論家。1948年生まれ。早稲田大学卒業
後、演芸評論を経て、「東京味のグランプリ」（講
談社）を出版後、料理が活動の中心となる。
主な著書に「そんな食べ方ではもったいな
い！」（青春新書）、「大人の作法」（KKベストセ
ラーズ）、「人間味という味が、いちばん美味
しい」（大和書房）、「美食の世界地図」（竹書
房新書）、最新刊は「鮨 すきやばし次郎 JIRO 
Gastronomy」（小学館）など。
山本益博オフィシャルサイト http://masuhiro.jp/

　

昨
年
秋
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
映
画
や
ド

ラ
マ
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
ア
メ
リ
カ
の「N

E
T

F
L

IX
」か
ら
、

東
京
の「
食
」を
取
り
上
げ
た
い
の
で
、
取

の
後
、グ
ル
メ
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、「
ラ
ー
メ

ン
」が
手
っ
取
り
速
い
ご
馳
走
や
、
Ｂ
級
グ

ル
メ
の
代
表
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
東
京
に
札
幌
、
喜
多
方
を
は

じ
め
と
す
る
「
ご
当
地
」ラ
ー
メ
ン
が
集
ま

り
始
め
、
さ
ら
に
「
豚
骨
」ラ
ー
メ
ン
が
若

者
た
ち
を
虜
に
し
て
、
東
京
の「
食
」に
は

欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

あ
ま
り
に
も
膨
れ
上
が
っ
た
軒
数
と
、

「
豚
骨
」ス
ー
プ
は
年
齢
的
に
き
つ
い
と
、

私
は
い
つ
し
か
ラ
ー
メ
ン
を
遠
ざ
け
る
よ

う
に
な
り
、
私
の
食
べ
歩
き
地
図
の
視
界

か
ら
消
え
て
ゆ
き
ま
し
た
。

ラ
ー
メ
ン
の

美
味
し
い
革
命

材
、
出
演
し
て
欲
し
い
と
い
う
依
頼
が
あ

り
ま
し
た
。私
が
担
当
す
る
料
理
は「
フ
ラ

ン
ス
料
理
」「
て
ん
ぷ
ら
」「
ラ
ー
メ
ン
」の

3
種
目
で
す
。

　
「
フ
ラ
ン
ス
料
理
」
と
「
て
ん
ぷ
ら
」
は
、

い
ま
さ
ら
新
た
に
取
材
し
な
く
て
も
大
丈

夫
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
東
京
の「
ラ
ー
メ

ン
」の
現
状
は
ほ
と
ん
ど
掴
ん
で
お
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

今
か
ら
40
年
ほ
ど
前
に
は
「
東
京
・
味
の

グ
ラ
ン
プ
リ
」と
い
う
ガ
イ
ド
を
上
梓
し
て
、

ガ
イ
ド
の
た
め
に
東
京
中
の
ラ
ー
メ
ン
屋

さ
ん
を
50
軒
ほ
ど
食
べ
歩
き
ま
し
た
。
そ

46エッセイ―日常茶飯事
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と
こ
ろ
が
、今
か
ら
2
年
半
前
、ひ
ょ
ん

な
こ
と
か
ら
、
今
ま
で
味
わ
っ
た
こ
と
の
な

い
ラ
ー
メ
ン
に
出
会
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、

東
銀
座「
八
五
」の
中
華
そ
ば
で
、い
わ
ゆ

る
「
醤
油
」「
塩
」「
味
噌
」と
言
っ
た
タ
レ

を
使
わ
ず
に
、
鶏
、
鴨
、
野
菜
、
ド
ラ
イ
ト

マ
ト
、
生
ハ
ム
か
ら
取
っ
た
ス
ー
プ
を
そ
の

ま
ま
ラ
ー
メ
ン
の
ス
ー
プ
に
し
て
し
ま
う

と
い
う
革
新
的
な
ラ
ー
メ
ン
で
す
。

　

主
人
兼
料
理
長
の
松
村
康
史
さ
ん
は
、

か
つ
て
京
都
・
全
日
空
ホ
テ
ル
の
総
料
理
長

を
務
め
あ
げ
た
シ
ェ
フ
で
、
フ
レ
ン
チ
か
ら

の
転
身
で
す
。フ
ラ
ン
ス
料
理
の
フ
ォ
ン（
出

汁
）を
と
る
発
想
を
そ
の
ま
ま
ラ
ー
メ
ン
に

応
用
し
た
も
の
で
、「
醤
油
味
」で
も
「
塩

味
」で
も
な
い「
淡
麗
」で
「
滋
味
」深
い
味

わ
い
の
ラ
ー
メ
ン
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
、
割
烹
、
和
食
か
ら
ラ
ー
メ
ン
屋

さ
ん
に
転
身
し
た
料
理
人
は
い
ま
し
た
が
、

フ
レ
ン
チ
か
ら
は
珍
し
い
。
最
近
は
イ
タ
リ

ア
ン
の
シ
ェ
フ
が
ラ
ー
メ
ン
屋
を
開
い
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
異
業
種
か
ら
の
料
理
人

が
参
入
す
る
こ
と
で
、
東
京
の
ラ
ー
メ
ン
は

い
ま「
美
味
し
い
革
命
」が
進
行
中
で
す
。

　
「
八
五
」の
美
味
し
い
革
命
で
目
が
醒
め

た
私
は
、NE

T
F

L
IX

か
ら
依
頼
を
受
け

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
昨
年
9
月
か
ら

今
年
3
月
ま
で
東
京
の
ラ
ー
メ
ン
を
80
軒

食
べ
歩
き
ま
し
た
。

　
「
醤
油
」ラ
ー
メ
ン
と
言
え
ば
、
シ
ン
プ

ル
で
懐
か
し
い
味
わ
い
の
ス
ー
プ
で
、
そ
れ

を
飲
み
干
し
た
後
、
の
ど
が
渇
く
の
が
当

た
り
前
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
三
ノ
輪「
ト

イ
・
ボ
ッ
ク
ス
」仙
川「
し
ば
田
」の「
醤
油
」

ラ
ー
メ
ン
を
い
た
だ
く
と
、
厳
選
さ
れ
た
何

種
類
も
の
醤
油
が
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
た
ス
ー

プ
は
、
深
み
が
あ
っ
て
、
ま
ろ
や
か
な
味
わ

い
。「
ト
イ
・
ボ
ッ
ク
ス
」で
店
を
後
に
し
た

と
き
に
浮
か
ん
だ
言
葉
は「
甘
露
」で
し
た
。

　
「
塩
」な
ら
ば
、
神
田
和
泉
町「
饗
く
ろ

㐂
」、
茗
荷
谷「
生
粋
花
の
れ
ん
」、
新
宿

「
麵
屋
翔
」で
し
ょ
う
か
。
東
京
以
外
の

地
方
に
眼
を
向
け
る
と
、
札
幌
か
ら
福
岡

ま
で
優
れ
た
ラ
ー
メ
ン
屋
さ
ん
が
目
白
押

し
で
す
。

　

で
き
れ
ば
、今
年
の
年
末
ま
で
に
、仲
間

二
人
と
一
緒
に「
鮨
」と
「
ラ
ー
メ
ン
」を
同

格
に
扱
っ
た
ガ
イ
ド
を
上
梓
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。「
鮨
」と
「
ラ
ー
メ
ン
」こ
そ

は
、
東
京
か
ら
世
界
へ
発
信
で
き
て
い
る
グ

ロ
ー
バ
ル
な
料
理
だ
か
ら
で
す
。
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「
山
見
る
力
」。
材
料
と
な
る
樹
木
の
目

利
き
に
始
ま
り
、
釜
を
作
る
た
め
の
土
、

地
形
、
製
炭
に
欠
か
せ
な
い
水
な
ど「
俯

瞰
で
見
る
目
」が
幼
い
頃
か
ら
養
わ
れ
て

い
た
。

一瞬
に
し
て
ス
ト
ー
リ
ー
を

完
結
す
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
力

　

取
引
先
は
人
材
豊
富
。
研
究
環
境
も

最
先
端
を
行
く
。
し
か
し
、こ
こ
に
盲
点

が
あ
る
。「
専
門
化
、
高
度
化
が
進
む
一

方
で
、
視
野
が
狭
く
な
り
現
場
ニ
ー
ズ
と

解
離
す
る
傾
向
が
あ
る
」。
し
か
も
同
じ

企
業
の
中
で
す
ら
横
の
つ
な
が
り
が
希
薄

に
な
り
が
ち
。
そ
こ
で
活
か
さ
れ
る
が
阿

部
さ
ん
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
力
。
第
三
者
に
は

荒
唐
無
稽
に
思
わ
れ
る
発
想
も
、
阿
部

さ
ん
に
す
れ
ば
、
そ
の
過
程
が
瞬
時
に
構

築
さ
れ
て
の
結
果
。
ま
さ
に「
生
き
る
発

想
の
玉
手
箱
」な
の
で
あ
る
。

ブ（
ペ
ン
先
）＝
金
属
」と
い
う
常
識
を
打

ち
破
っ
た
阿
部
さ
ん
の
発
想
力
、完
成
度

を
高
め
た
企
画
力
に
こ
そ
本
当
の
価
値

世
界
ト
ツ
プ
の
研
磨
技
術
を
活
用

　

人
工
ル
ビ
ー
、
サ
フ
ァ
イ
ヤ
ガ
ラ
ス
を

ペ
ン
先
と
し
た「K

E
M

M
A

」の
万
年

筆
。
製
造
元
は「
株
式
会
社
秋
田
研
磨

工
業
」。
高
級
腕
時
計
の
カ
バ
ー
ガ
ラ
ス

な
ど
の
研
磨
技
術
は
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
。
技
術
大
国
・日
本
を
象
徴
す
る
か
の

よ
う
な
企
業
だ
。

　
「K

E
M

M
A

」の
デ
ビ
ュ
ー
は
平
成
29

年
。
そ
の
豪
華
な
仕
様
や
技
術
力
で
注

目
を
集
め
た
が
、
万
年
筆
を
選
択
し「
ニ

が
あ
る
。　

　

鉱
石
系
ガ
ラ
ス
と
の

出
会
い
は
19
歳
の
時
。
地

元
誘
致
企
業
だ
っ
た
。
34

歳
で
同
社
を
創
業
。
以

降
、時
計
、光
学
系
企
業

と
の
取
引
が
深
ま
り
、阿

部
さ
ん
の
存
在
な
く
し

て
商
品
化
で
き
な
か
っ
た

事
例
も
多
い
。
し
か
し
、

特
許
は
メ
ー
カ
ー
の
も
の

株式会社秋田研磨工業　代表取締役
昭和26年７月27日秋田県羽後町生ま
れ。羽後高校（普通科）を卒業後、秋田県
の臨時職員を経て「並木精密宝石」に入
社。独学で人工サファイヤの開発を手掛
け「（株）秋田研磨工業」設立。生産歩留
り99.9％以上という高品質を誇る。

阿
あ べ

部 忠
た だ お

雄 さん

【株式会社秋田研磨工業】 ●秋田県湯沢市相川字街道西15-5 ●TEL.0183-79-2001（代）

に
。
な
ら
ば「
自

ら
特
許
を
取
ろ

う
」
と
注
目
し

た
の
が
万
年
筆
。

構
造
的
に
完
成

さ
れ
た
も
の
で

は
あ
っ
た
が
、約

２
０
０
年
ぶ
り

に
日
本
、ア
メ
リ
カ
、イ
ギ
リ
ス
、フ
ラ
ン
ス
、

ス
イ
ス
、ド
イ
ツ
で
特
許
を
取
得
す
る
。

そ
の
原
点
は
両
親
の
姿
に
あ
る

　

実
は
阿
部
さ
ん
は
ア
ナ
ロ
グ
人
間
。
こ

ん
な
逸
話
が
あ
る
。
研
磨
剤
を
探
し
て

い
た
阿
部
さ
ん
。
着
目
し
た
の
が
、地
元
・

湯
沢
の「
泥
湯
温
泉
」の
湯
。
後
に
研
磨

剤
と
し
て
の
有
効
性
が
実
証
さ
れ
る
の

だ
が「
ア
ナ
ロ
グ
的
原
理
を
知
ら
ず
し
て

革
新
は
な
ら
ず
。
理
屈
は
後
か
ら
つ
い
て

く
る
」。ま
さ
に
阿
部
さ
ん
な
ら
で
は
。

　

こ
の
能
力
、
幼
少
期
に
原
点
が
あ
る
。

生
家
は
、
町
の
中
心
部
か
ら
険
し
い
峠

道
を
隔
て
た
集
落
。
出
稼
ぎ
で
生
計
を

立
て
る
世
帯
が
多
い
中
、両
親
は
製
炭
業

（
黒
炭
）で
家
族
8
人
の
暮
ら
し
を
支

え
て
い
た
。そ
の
源
と
な
っ
た
の
が
父
親
の

胴軸（ボディ）には、最高級の銘木や
地元・川連塗りに蒔絵や沈金を施す。
1本10万円～250万円

唯一無
二
。ペ
ン
先
が
人
工
ル
ビ
ー
・
サ
フ
ァ
イ
ヤ
ガ
ラ
ス
の
万
年
筆
を
開
発

そ
の
生
み
の
親
は「
発
想
の
玉
手
箱
」の
よ
う
な
人
で
あ
っ
た

ペン
先
が
人
工
鉱
石
の
万
年
筆

「K
EM
M
A

」生
み
の
親
の
お
話

社屋内にある展示室。見学・購入も可能（要予約）

ペン先に関するアメリカの特許

従来と同じ毛細管現象でインクを送り
出すが、ペン先に切り込みはない。
やや硬めだが書き味は滑らか

ペン先の耐久試験。4900時間以上を
クリア。世代を超えてその価値を継承
できる

開発期間７年。パーツはすべて
ミクロン（１/1000）単位で加工。
約40の工程があり完成品は1日数本
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太
平
山
と
厳
選
酒
肴
の
組
み
合
わ
せ
。

オ
ー
ル
秋
田
で
し
つ
ら
え
ま
し
た
。

　
い
ま
再
び
自
宅
時
間
を
華
や
か
に
。
太
平
山
の

お
酒
と
、
そ
の
お
酒
を
よ
り
お
い
し
く
演
出
し
て

く
れ
る
厳
選
酒
肴
の
セ
ッ
ト
で
す
。
太
平
山
の
厳

選
日
本
酒
2
本
と
こ
だ
わ
り
の
酒
肴
2
品
と
の
組

み
合
わ
せ
。「
至
福
」「
贅
沢
」「
極
上
」の
3
タ
イ

プ
を
ご
用
意
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
発
売
に
あ
た
り
、
お
酒
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー

銘
柄
の
ほ
か
に
、
晩
酌
セ
ッ
ト
専
用
商
品
を
用
意
。

「
純
米
大
吟
醸 

百
田
」は
、
洗
練
さ
れ
た
吟
醸
香

と
奥
深
い
美
味
し
さ
が
特
徴
。
杜
氏
の
名
を
冠
し

た 

「
純
米
大
吟
醸 

猿
田
修
」は
、
呑
み
口
し
っ
か
り
、

清
冽
で
洗
練
さ
れ
た
香
り
が
特
徴
で
す
。

　

酒
肴
は
3
種
類
を
用
意
。「
金
の
比
内
地
鶏
の

ア
ヒ
ー
ジ
ョ
」は
、
調
味
料
の
ニ
ン
ニ
ク
、
塩（
男
鹿

沖
海
水
使
用
）に
も
秋
田
県
産
素
材
に
こ
だ
わ
っ

た
秀
作
。「
白
神
あ
わ
び
茸
と
比
内
地
鶏
」は
、
世

界
遺
産
・
白
神
山
地
系
の
秋
田
杉
菌
床
で
育
て
た

「
白
神
あ
わ
び
茸
」と
、
そ
ぼ
ろ
に
し
た
「
比
内
地

鶏
」の
組
み
合
わ
せ
。
そ
し
て「
は
た
は
た 

お
い
る

漬
け
」は
、
秋
田
県
魚
ハ
タ
ハ
タ
の
塩
漬
け
燻
製
の

オ
イ
ル
漬
け
。
白
身
魚
な
ら
で
は
の
上
品
な
味
わ

い
が
凝
縮
し
て
い
ま
す
。

※
ご
注
文
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョッ
プ
の
み
で　
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
封
の「
蔵
倶
楽
部
」を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

◆純米大吟醸 百田 720ml
   （晩酌セット専用商品）
◆純米大吟醸 澄月 720ml
◆金の比内地鶏アヒージョ
◆白神あわび茸と比内地鶏

お酒

酒肴

◆純米大吟醸 猿田修 720ml
   （晩酌セット専用商品）
◆純米吟醸
  草木谷からの爽風 720ml
◆金の比内地鶏アヒージョ
◆はたはた おいる漬け

お酒

酒肴

◆令和元年全国新酒鑑評会
   金賞受賞酒 720ml
◆純米酒 艸月 720ml
◆白神あわび茸と比内地鶏
◆はたはた おいる漬け

お酒

酒肴

太
平
山 

晩
酌
セ
ッ
ト

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョッ
プ 

限
定
販
売
品

［4613］

贅沢セット
5,500円（税込）

［4614］

極上セット
5,500円（税込）

［4612］

至福セット
5,500円（税込）
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大
正
12（
１
９
２
３
）年
築
。
秋
田
県
中
央
部
の
伝

統
的
民
家
構
造
を
伝
承
し
つつ
、
多
彩
な
庭
園
鑑
賞

に
も
優
れ
た「
小
玉
家
住
宅
」。
住
宅
と
し
て
の
機
能

に
加
え
、
客
人
を
も
て
な
す
用
途
も
兼
ね
て
い
た
こ

と
か
ら
、四
季
折
々
の
掛
け
軸
、
篇
額
、
屏
風
な
ど
が

飾
ら
れ
て
い
た
。
今
回
は
、国
の
重
要
文
化
財
に
も
指

定
さ
れ
る
同
家
所
有
の
福
田
豊
四
郎（
ふ
く
だ 

と
よ

し
ろ
う
）、
小
杉
放
庵（
こ
す
ぎ 

ほ
う
あ
ん
）、
信
太

金
昌（
し
だ 

き
ん
し
ょ
う
）、
渡
辺
省
亭（
わ
た
な
べ 

せ
い
て
い
）ら
の
作
品
を
展
示
。

　

同
時
開
催
と
し
て
秋
田
在
住
の
創
作
和
紙
人
形

作
家
・
草
薙
郷
子（
く
さ
な
ぎ 

き
ょ
う
こ
）さ
ん
の
作

品
展
も
行
わ
れ
て
い
る
。

小
玉
醸
造
内
、ギ
ャ
ラ
リ
ー「
ブ
ル
ー
ホ
ー
ル
」で
開
催
中

国
指
定
重
要
文
化
財「
小
玉
家
住
宅
」所
蔵
品
展

草薙郷子作の創作和紙人形

小杉放庵、信太金昌、福田豊四郎らの絵画が展示される館内。

現代書道の父と呼ばれる比田井天来（ひだいてんらい）の屏風

地方在住書家の筆頭。地方三筆の一人と称された赤星藍城（あかぼしらんじょう）の書

福田豊四郎

渡辺省寧 信太金昌

●
開
催
期
間
／ 

令
和
３
年
8
月
1
日（
日
）ま
で

●
開
館
時
間
／ 

10
時
～
16
時
30
分

●
入
園
料
／
大
人
3
0
0
円
、中
高
生
1
0
0
円
、会
員・小
学
生
以
下
無
料



男
鹿
半
島
の

サ
ザ
エ

12

食
欲
を
誘
う
あ
の
香
り
。

壺
焼
き
は
も
ち
ろ
ん
、刺
身
、炊
き
込
み
ご
飯
、

ア
ヒ
ー
ジ
ョ
な
ど
も
オ
ス
ス
メ
。

読者&お知らせのページ
●ご意見・ご感想をE-mailでも受け付けております。 

広場

季
刊【
藏
】七
拾
参
巻

■
表
紙
の
人

　

今
月
の
表
紙
は
製
造
部
酒
類

課
の
戸
田
利
巳
さ
ん（
55
歳
）で

す
。主
に
お
酒
の
調
合
、充
填
、仕

上
げ
作
業
全
般
を
担
当
し
て
い

ま
す
。趣
味
は
家
庭
菜
園
。

　

採
れ
た
て
野
菜
は
家
族
に
も

大
評
判
。下
の
子
供
さ
ん
が
今
年

成
人
を
迎
え
ま
し
た
が
、コ
ロ
ナ

禍
ゆ
え
成
人
式
が
開
催
で
き
る

か
気
に
な
る
と
こ
ろ
。上
の
お
子

さ
ん
は
昨
年
結
婚
。「
早
く
初
孫

の
顔
が
見
た
い
」と
の
こ
と
で
す
。

酒
探

菜
訪

あきたの味

　

6
月
に
解
禁
と
な
る
男
鹿
半
島
の

サ
ザ
エ
漁
。冬
の
荒
波
で
も
流
さ
れ

な
い
よ
う
に
、ト
ゲ
が
長
く
な
る
の
が

特
徴
で
す
べ
て
天
然
物
。温
か
い
地
域

ほ
ど
大
き
く
な
る
と
さ
れ
、対
馬
海

流（
暖
流
）の
本
流
か
ら
少
し
離
れ
た

男
鹿
の
サ
ザ
エ
は
、殻
長
５
～
6
㎝
程

度
の
や
や
小
粒
の
も
の
が
多
い
が
美

味
し
さ
は
凝
縮
。産
地
が
近
い
こ
と

か
ら
秋
田
市
内
の
ス
ー
パ
ー
な
ど
で

も
ご
く
普
通
に
販
売
さ
れ
て
い
る
。漁

は
素
潜
り
、ま
た
は
刺
し
網
。ト
ッ
プ

シ
ー
ズ
ン
の
７
・
8
月
に
は
、男
鹿
西

海
岸
・門
前
地
区
の
観
光
駐
車
場
に

直
売
所
も
登
場
。獲
っ
た
ば
か
り
の

超
新
鮮
な
サ
ザ
エ
が
手
頃
な
価
格
で

購
入
で
き
る
。定
番
の
壺
焼
き
の
ほ

か
、壺
焼
き
の
仕
上
げ
に
バ
タ
ー
、ニ
ン

ニ
ク
を
入
れ
て
仕
上
げ
る
ガ
ー
リ
ッ
ク

バ
タ
ー
焼
き
、さ
ら
に
は
、ア
ヒ
ー
ジ
ョ
、

炊
き
込
み
ご
飯
も
美
味
い
。新
鮮
な

活
サ
ザ
エ
が
入
手
で
き
た
ら
刺
身
も

オ
ス
ス
メ
。巻
口
の
内
側
に
貝
柱
が
あ

る
の
で
、こ
の
部
分
を
切
る
と
肝
ま
で

楽
に
採
る
こ
と
が
で
き
る
。醤
油
に

肝
の
部
分
を
溶
い
て
い
た
だ
く
と
よ

り
野
趣
あ
ふ
れ
る
味
わ
い
に
。ち
な
み

に
肝
は
身
に
近
い
方
が
苦
み
が
強
く
、

渦
巻
模
様
の
部
分
か
ら
先
が
苦
み
が

少
な
い
。ク
リ
ー
ム
色
が
雄
。深
緑
色

が
雌
で
、オ
ス
の
方
が
苦
み
が
少
な
い

と
の
こ
と
。

info@kodamajozo.co.jp

こ
こ
数
年
の
夏
は

	

酷
暑
が
続
き
ま
す
が
、日

本
酒
、醤
油
、味
噌
な
ど
は
冷

蔵
庫
で
保
管
し
た
ほ
う
が
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
？（
埼
玉
県
／

平
田
様
）

【
お
酒
】「
生
酒
」の
表
示

が
あ
る
お
酒
は
冷
蔵
保

存
が
必
須
。
吟
醸
酒
、純
米
酒

な
ど
も
冷
蔵
保
存
を
お
ス
ス
メ
。

で
き
る
だ
け
早
く
お
飲
み
く
だ

さ
い
。
辛
口
太
平
山
、太
平
山

な
ど
の
本
醸
造
酒
は
常
温
で

の
保
管
も
可
能（
未
開
封
で
最

長
1
年
程
度
）で
す
が
、可
能

な
限
り
冷
暗
所
で
の
保
管
を

お
願
い
し
ま
す
。な
お
、い
ず
れ

の
お
酒
も
開
封
後
は
で
き
る
だ

け
早
め
に
お
飲
み
願
い
ま
す
。 

【
醤
油
】未
開
封
の
状
態
の
も

の
は
冷
暗
所
で
。
開
封
後
は

冷
蔵
庫
で
保
管
。
で
き
る
だ

け
早
め
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。 

【
味
噌
】冷
暗
所
、で
き
れ
ば
冷

蔵
庫
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

1
ケ
月
程
度
で
使
い
切
り
が
理

想
で
す
。熟
成
が
進
む
と
色
合

い
が
濃
く
な
り
ま
す
が
、適
度

な
着
色
は
旨
味
成
分
が
増
え

た
証
。熟
成
味
噌
な
ら
で
は
の

奥
深
い
味
が
お
愉
し
み
い
た
だ

け
ま
す
。

秋
田
県
内
在
住
者
で
す
。

	

蔵
見
学
、売
店
等
の
営
業

は
し
て
い
ま
す
か
？（
秋
田
県
／

齋
藤
様
）申し

訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん

が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
を
受
け
、
当

分
の
間
、
蔵
見
学
を
中
止
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
何
卒

ご
容
赦
願
い
ま
す
。
な
お
、
蔵

シ
ョ
ッ
プ「
K
o
o
L
a
b
」、

ギ
ャ
ラ
リ
ー「
ブ
ル
ー
ホ
ー
ル
」

は
営
業
中
で
す
。
※
新
型
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
、

蔵
シ
ョ
ッ
プ
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の

営
業
を
一
時
休
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ご
利
用
の
際
は
弊

社
H
P
、
ま
た
は
、
お
電
話
に

て
お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

　蔵倶楽部でご紹介した商品ならびに、弊
社ＨＰにて紹介している通販対象商品は
通常通りの注文、発送を承っております。
　なお、状況により事態が大きく変更とな
る場合もあります。詳しくはお電話または
弊社ホームページでご確認願います。

商品の注文と発送について


